
株式会社オージーケーカブト 様

　オージーケーカブトでは、オートバイ用ヘルメット、スポーツサイク
ル用ヘルメット、幼児用ヘルメットの3事業を中心に展開している。ス
ポーツサイクル用ヘルメットは国内シェアトップであり、アジア圏をは
じめとする海外でも高いシェアを持つ。同社は1982年に、子供を乗せ
る自転車のかごで有名なオージーケー技研から独立し、オートバイや
自転車用のヘルメットを本格的に開発するようになった。オートバイ
用と自転車用の両方を手掛けるメーカーは世界でも珍しいという。

　同社のヘルメットの強みが、空力性能と軽さだという。業界に先駆
けて、「丸いのが当たり前」だったヘルメットに独自の形状を提案する
など、空力性能には定評がある。オリンピックなどに出場する日本ナショ
ナルチームのオフィシャルスポンサーを長年務め、同社のヘルメット
を供給することからも技術力は折り紙付きといえる。また世界各国の
製品安全規格の取得しており、製品の信頼性も高い。

厳しい安全基準をクリアする

　オージーケーカブト 開発部 製品開発課の大田浩嗣氏（写真1）は、各国の製品安全規格を
満たすための製品開発と空力関係を主に担当している。ヘルメットを販売する場合は、各国
の安全規格の取得が欠かせない。オートバイ用も自転車用も、日本をはじめヨーロッパやアメ
リカ、アジアなど国によって規格内容が異なる。特にシェル（一番外側の部分）がFRP（fi ber 
reinforced plastics：繊維強化プラスチック）製のものについては、アメリカのSNELL規格とい
う世界で最も厳しい規格があり、その取得にはかなりの労力を要するそうだ。そのためFRP回
りの繊維の積層構成などの開発が重要になってくるという。他にもヨーロッパなどでは自転車
用の規格が日本と全く違い、ヘルメットは縁石のようなものにぶつける試験もある。こういった
独自規格の対応も必要だ。そこで、例えば生産現場でリアルタイムに生産したものを試験して、
積層構成を変更し、さらに試験といったことを繰り返すことにより、規格の取得にまでもってい
くそうだ。そういった中で新材料の研究やシミュレーションなども行っている。

　また人の頭の形も国によって違ってくる。ヨーロッパは上から見て縦長であるなど、それぞれ
に特徴がある。例えば同じMサイズでも、ヨーロッパだと横幅が狭いため、日本人は2つサイズ
を上げても入らないといった具合だ。同社では多数の頭部の形状をスキャンしたデータベースが

オリンピックに向けCFDを本格活用
空力性能のよりいっそう向上

スポーツサイクル用ヘルメットやオートバイ向けヘルメットを展開す
るオージーケーカブトは、自社風洞実験設備でのシミュレーションだ
けでなく、製品開発の初期段階からCFDも本格活用し、ヘルメットの
内面形状までも細かくシミュレーションしている。業界初のエアロ
パーツを生み出した高い技術力を持つ同社が目指すのは、さらなる空
力性能の向上と開発サイクルの短縮だ。
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写真1　株式会社オージーケーカブト
 開発部　製品開発課　大田　浩嗣 氏

株式会社オージーケーカブト
http://www.ogkkabuto.co.jp/
 設立 1982年9月
 営業品目 オートバイ、自転車用（幼児～大人用）・各種競技

用ヘルメット及び周辺用品
 代表者 CEO（最高経営責任者）  木村 秀仁
 社員数 87名（2014年10月現在）
 資本金 2,000万円
 所在地 東大阪市長田

 設立 1982年9月
 営業品目 オートバイ、自転車用（幼児～大人用）・各種競技

 代表者 CEO（最高経営責任者）  木村 秀仁
 社員数 87名（2014年10月現在）
 資本金 2,000万円
 所在地 東大阪市長田

▲ 株式会社オージーケーカブト本社



あり、これらのデータと今までの開発ノウハ
ウを元に、デザインとすり合わせをしながら、
より高性能なヘルメットの開発を行っている。

　一方ヘルメットの空力性能も非常に重要
だ。「スポーツ用では特にトライアスロンや
トラック競技などの長距離になると、ヘル
メットだけで数秒タイムが変わると言われま
す。そのため何秒かを競うレースでは、ヘ
ルメットの空力性能の検証がとても重要に
なってきます」とオージーケーカブト 開発
部 企画・広報課 課長の口野彰義氏（写真2）
はいう。

　開発の中では風洞実験が大きな役割を
担ってきたという。以前から東京大学名誉
教授 東昭（あずまあきら）先生や日本大
学理工学部精密機器工学科教授 川幡長勝 
先生、日本大学理工学部航空宇宙工学科
教授 安田邦男 先生と共同で社内にある実
験設備を使い、モックアップを作っては修
正しながらの風洞実験、空力解析を繰り返
し行ってきた。その中で、CFDがコストダ
ウンなどの目的で自動車業界をはじめ多く
の業界で使用されていることから、同社で
もCFDに取り組み始めたという。

広報素材として解析図が活躍

　そうして導入したのがソフトウェアクレイ
ドルの「SCRYU/Tetra」である。目的は開
発時間の短縮と、経費の削減、そして空気
の流れの可視化になる。風洞でもタフトな
どを使えば流れは見えるものの、なかなか

細かいところまでは分からなかった。また
数ミリの突起の差などを詳細に検証するこ
とも難しい。さらに実験ではパテを削って
形を作り、それを元に実際にかぶれるモッ
クアップを作って測るという作業の繰り返し
になる。「モックアップはそんなに簡単に作
れるものではありません。これまでは開発
に数年の単位が掛かっていたこともありま
す」と大田氏はいう。

　また、「副産物として、広報への利用も
できることもメリットの一つでした」と口野
氏はいう（図1）。「オージーケーカブトとい
えば空力」であり、それを分かりやすくユー
ザーに知ってもらうためには、空気の流れ
を可視化してみせるのが効果的ではないか
と考えたからだという。

　実際に広報目的で非常に活用できている
という。「ビジュアルだとインパクトもあり
ます。メッシュは細かくきれいに見えるよう
に、こんなアングルで、見えやすいよう色
を調節するなど、『見せる』素材を作るの
にも大いに活用しています」（口野氏）。

業界初のエアロパーツで
乱流を制御

　スポーツサイクル用ヘルメッ
ト「WG-1（写真3）」の解析
結果図（図2）を見るとヘルメッ
トの内部を空気が流れている
ことが分かる。

　大学との共同研究の中での
成果が、同社の特許システム
である空力デバイス「ウェイ
クスタビライザー」だ。図3は
ウェイクスタビライザーの付く
オートバイのヘルメット「RT-

33」（写真4）と、ついてないヘルメットの
流速分布図である。従来、ヘルメットは丸
いものという固定概念がずっとあった。だ
が研究者から「なぜ丸いのか。丸いものは
ブレる、安定しない」という指摘があった
という。「回転しない丸いものはサッカーの
無回転シュートと同じようにブレる、という
わけです。そのときはみな目からうろこでし
た」と口野氏は言う。それなら突飛物をつ
ければよいということで、ウェイクスタビラ
イザーの開発につながったという。丸い場
合は、ヘルメットの直後に乱流が発生して
頭部が安定しにくい。突起を設けることで、
乱流がヘルメットの直後に発生せず、直進

写真2　株式会社オージーケーカブト 開発部
 企画・広報課 課長　口野　彰義 氏

写真3　スポーツサイクル用ヘルメット「WG-1」

図2　解析モデルの概観

図1　広報で活用している流線図の例
 －同社の強みをビジュアルで訴えるのに有効だという

流速分布（Z=0.08[m] 断面） 圧力分布（helmet, face 表面）
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時はブレずに安定し、首もまるでスピード
が出ていないような感覚でスムーズに動か
せるようになるという。

　口野氏も実際に違いを体験したが、突
起があるのとないのとでは別の世界のよ
うに感じたという。モータースポーツで
は時に時速300km以上を出すこともある
が、100kmくらいになると首を動かすと抵
抗が顕著に分かる。それがウェイクスタビ
ライザーの付いたヘルメットだと、どこを
向いても変わらないような感覚になるとい
う。今までは掛かる力を自分の首で支える
のが当たり前だった。プロライダーをはじ
めとするユーザーからも「レースや高速道
路で首の負担が大きく減った」とコメント
をもらったという。

　「今の自動車には後ろが切り立ったような
四角い形状がよく見られますが、弊社では
それよりも前から採用していました。はじ
めは変わったことを始めたと思われていた
ようですが、今は他社のヘルメットもこぞっ
て採用しています」と口野氏は話す。

実験と解析がぴったり一致

　肝心のシミュレーションと実験の結果だ
が、「驚くほど同じ」だと大田氏は言う。「風
洞実験にはけっこうばらつきがあります
が、これはどうしようもない部分があります」
（大田氏）。空気密度がその日の気温で
変わってくるからだ。また電圧の変動など
も風洞の状態が不安定になる原因だ。ほ
んの少しのヘルメットの傾きの違いでも実
験結果は変わってくる。そういう意味では、

CFDの方が傾向を捉える面では信頼できる
ということだ。

　CFDの導入に当たっては何社かの製品を
検討したという。最終的にはSCRYU/Tetra
ともう1つに絞られた。その中での決め手
は、日本製であることだったそうだ。大手
企業も含めた採用実績が多いのも安心でき
る理由だった。さらに体験セミナーにも行っ
たが、「一番使い勝手がよさそうだと感じま
した」（大田氏）。ハイエンドツールにもか
かわらず設定がかなりシンプルで、メッシュ
生成など自動で行ってくれる部分も多いと
感じたそうだ。またポストプロセッサに様々
な表現ができるような機能が充実している
のはよかったという。「解析結果を広報素
材に使う時は、専門外の人にも分かりやす
いようにいろいろと修正をリクエストします
が、いつも要望に応えてもらっています」（口
野氏）。

　また大田氏が重宝している機能の一つ
が、通常CADモデルの流体シミュレーショ
ンの前処理に使う機能である「ラッピング」
だという。開発時点において3Dスキャナで
モデルをスキャンし、STLファイル化するこ
とがよくある。他のソフトウェアだと、その
データにかなり修正を加えないとならない
が、SCRYU/Tetraのラッピング機能を使え
ば、多少凹凸は潰れたような形状になる
ものの、解析に支障のないレベルのモデ
ルがすぐ作れるという。「最終的な解析に
はきれいなモデルを作る必要がありますが、
その前検討でよく活用します。少し違う形
のパーツを付けるなどちょっとした変更に
よる性能の違いを調べたい時、スキャンし

たものをラッピングでくるんでシミュレー
ションにすぐ取り掛かれるのはとても便利
です」（大田氏）。

初となるCFDベース先行開発をオリン
ピックモデルで実施

　実験とシミュレーションの一致が確認で
きたため、今後はモデルの実物がない時
点での検証に活用できそうだということが
分かった。今後はよりしっかりとヘルメット
内部の通気性、つまり空気の流れを検証し
たいという。これは風洞では分からないと
ころであり、SCRYU/Tetraでより詳細を調べ
られるだろうということだ。

　現在取り組んでいるのが、リオデジャネ
イロオリンピックで使われるヘルメットの
開発だ。これはモデルの実物のない時点
からCFDを活用する初のケースになるとい
う。まずデータ上だけで形状のシミュレー
ションを繰り返し、検討を進めているそう
だ。オートバイ用の次期のトップモデルに
も活用する予定だという。「使いこなしてい
けば、数年後には開発のスピードアップに
大いに貢献すると思います」と口野氏は期
待を寄せる。「オージーケーカブトは空力、
軽いという強みも強化していきたいですね」
（口野氏）。

　今後、本格的にSCRYU/Tetraを活用する
ことで、オージーケーカブトの製品開発に
もより大きな飛躍がもたらされそうだ。

図3　空力デバイス「ウェイクスタビライザー」の効果
 －走行中発生する帽体付近の気流をコントロールし、負荷を軽減するシステム（特許no.4311691） 写真4　オートバイ用ヘルメット「RT-33」

活用事例インタビュー



© Software Cradle

※SCRYU/Tetraは、日本における株式会社ソフトウェアクレイドルの登録商標です。
※その他、本パンフレットに記載されている会社名、製品・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
※本資料の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。
※本パンフレットに掲載されている製品の内容・仕様は2015年6月現在のもので、予告なしに変更する場合があります。
　また、誤植または図、写真の誤りについて弊社は一切の責任を負いません。

SCRYU/Tetraは複雑な形状の熱流体解析を簡便に行うことをコンセプトに設計した
ソフトウェアです。多くのCADネイティブデータを含む形状データに対応するイン
ターフェースを備えており、条件設定においても、ウィザードに従い、対話形式で
設定していくだけとなっています。また、従来難しいとされていたメッシュ作成に
おいても、自動化、高速化などさまざまな工夫が施されたメッシャーを有しており、
初心者の方から解析専任者の方まで、多くの方にご利用頂けます。

関連製品のご紹介

● この記事に関するお問い合わせは下記まで。

株式会社ソフトウェアクレイドル

・本社
〒530-0001　大阪市北区梅田3-4-5 毎日インテシオ
 Tel: 06-6343-5641 Fax: 06-6343-5580

・東京支社
〒141-0032　東京都品川区大崎1-11-1 ゲートシティ大崎ウエストタワー
 Tel: 03-5435-5641 Fax: 03-5435-5645

・名古屋営業所
〒450-0001　愛知県名古屋市中村区那古野1-47-1 名古屋国際センタービル
 Tel: 052-589-8649

 Email: info@cradle.co.jp ｜ Web: www.cradle.co.jp


